
【資料１－１】

「令和元年度 浜松市と大学との連携事業」 実績報告

１ 実績 

大学名 講座数（回数） 学生講師人数 延べ参加者数 

浜松学院大学 １４講座（１６回） ７８人 ２８０人 

静岡文化芸術大学 ３講座（８回） １３人 １４６人 

常葉大学 １９講座（２２回） ６２人 ４６０人 

静岡大学 ４講座（ ４回） １２人 ６９人 

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 ２２講座（２２回） １３３人 ５１３人 

計 ６２講座（７２回） ２９８人 １，４６８人 

※台風、コロナウイルスの影響で、３講座中止

２ 成果と課題 

 ＜成果＞

○開設講座数が昨年度よりも増え、市内７区の広い地域に大学生による講座を受

ける機会を提供することができた。 

○新たな学部やゼミ等の参加により、講座内容の幅や受講者層が広がった。 

○大学生は、受講者や施設職員とのかかわりの中で、社会体験や異世代との交流

など、将来やキャリアにつながる学びや経験を獲得することができた。 

○受講者が、講座での学びを日常生活につなげようとするなど、それぞれの講座

において、高い意欲や充実感をもって参加することができた。また、次年度も

講座開催を望む声が多数あがった。

〇講座前の打合せや講座後の反省会の実施など、講座をよりよいものにするため

の開催施設と大学との連携・協働活動が多く見られた。

○地元の幼稚園や小中学校と連携した講座、文化施設（図書館や美術館等）と連

携した講座など、連携の広がりが見られた。

＜課題＞ 

〇事業の特長や検証を生かした講座の企画や運営、広報の工夫・改善 

○市（開催施設）と大学との連携・協働活動の促進 

○より多くの市民の参加を促すための広報活動の推進と研究 



３ これまでの実績

年度 参加大学 講座数 学生講師数 
参加者数 

（延べ人数） 

23 年度 １ 浜松学院大学 ４ ４７ ３２８ 

24 年度 １ 浜松学院大学 ７ ５０ ４７８ 

25 年度 １ 浜松学院大学 ７ ６１ ５５８ 

26 年度 ２ 
浜松学院大学 

静岡文化芸術大学 
８ ６９ ７７３ 

27 年度 ２ 
浜松学院大学 

静岡文化芸術大学 
１０ ９７ １，０５７ 

28 年度 ４ 

浜松学院大学 

静岡文化芸術大学 

常葉大学 

静岡大学 

１７ １４０ ６６３ 

29 年度 ５ 

浜松学院大学 

静岡文化芸術大学 

常葉大学 

静岡大学 

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 

３２ ２２８ ８１５ 

30 年度 ５ 

浜松学院大学 

静岡文化芸術大学 

常葉大学 

静岡大学 

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 

５２ ２９０ １，３９９ 

元年度 ５ 

浜松学院大学 

静岡文化芸術大学

常葉大学 

静岡大学 

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 

６２ ２９８ １，４６８ 



【資料１－２】 

令和元年度 市と大学との連携事業～大学生による講座 成果報告会 報告 

１ 日 時 2 月 27 日（金）午後 1時 30 分～4時 30 分 

２ 場 所 浜松市地域情報センター 1 階ホール 

３ 参加者 114 人 

  ・市 民： 8 人 

・大学関係者：63 人（学生 48 人、教職員 15 人） 

  ・行 政 職 員：43 人（開催施設職員 28 人、その他職員 17 人） 

４ 内 容

（１） 主催者挨拶（浜松市創造都市・文化振興課生涯学習担当課長） 

（２） 今年度事業の概要（浜松市創造都市・文化振興課指導主事） 

（３） 成果報告 

  【浜松学院大学】 

①「今日から君もお金博士！」「ふねをつくろう！」 

「レッツ・ゴー・ショッピング！目指せ東京オリンピック・パラリンピック！」 

②「赤ちゃんとパパ・ママのふれあい遊び方講座」  

③「ミニミニたんけん隊 リアルワールドの世界を楽しもう」 

【聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学】 

   ①「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」 

   ②「アロマのハンドマッサージ」 

   ③「自分の走力を高めよう」「健康寿命を延ばすには」 

【静岡文化芸術大学】 

①「お芝居プロジェクト！」 

  【静岡大学】 

①「おもしろ理科工作教室 くるくるカラーチェンジライト」 

【常葉大学】 

   ①「自分でできるカラダケア」  

②「子供も予防！ロコモティブ・シンドローム」 

「足・腰鍛えて、健康寿命を延ばそう」 

③「健康長寿のための知的食生活のススメ」 

（４） 講 評（浜松学院大学 島埜内 恵 講師） 

５ 当日の様子 

・各大学の代表全 11 講座の学生講師による発表があった。講座の準備段階か

ら本番、成果や課題まで、スライドを用いて、どの発表も分かりやすくまと

められていた。また、講座開催に向けての開催施設と大学との連絡・調整の

様子も適宜紹介され、市職員にとっても今後の事業の参考になった。 

・学生講師からは、講座の企画運営を通して学んだことを確認することがで

き、事業の意義や価値を改めて確認することができた。 



【資料１－３】

令和元年度浜松市と大学の連携事業 新聞記事 

（全２１本）

【静岡新聞 令和元年 8月 9日（金）】

浜松学院大学「お金博士になろう！」（8/8）」＜佐鳴台協働センター＞ 

中区で学生が講座 お金のデザインや歴史、児童に紹介

【静岡新聞 令和元年 8月 22 日（木）】

静岡大学「くるくるカラーチェンジライト」（8/21）」 

＜浦川ふれあいセンター＞ 静大生、光の性質解説 佐久間で講座



【資料１－３】

【中日新聞 令和元年 8月 24 日（土）】

静岡大学「くるくるカラーチェンジライト」（8/23）」 

＜曳馬協働センター＞ 

偏光板貼り屈折学ぶ 浜松市民講座



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 8月 30 日（金）】

常葉大学「速く走るために！（バスケットボールと走りの講座）」（8/29）」 

＜水窪協働センター＞ 

速く走るこつ児童に伝授 体重移動の指導を工夫 



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 9月 16 日（月）】

浜松学院大学「ウキウキおんがく学校」（9/15）」 

＜浜名協働センター＞ 

浜松学院大生、幼児とダンス 

【中日新聞 令和元年 10 月 3 日（木）】

聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ大学 

「認知症予防“海馬を鍛えよう!!”」（10/2） 

＜竜川ふれあいセンター＞ 

認知症予防体操 天竜で取り組み



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 10 月 5 日（土）】

浜松学院大学「ウキウキおんがく楽校」（10/3） 

＜伊佐見協働センター＞ 

音楽で遊び楽しむ 浜松学院大生企画 伊佐見幼稚園児に講座



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 10 月 5 日（土）】

浜松学院大学「ウキウキおんがく楽校」（10/3） 

＜浜名協働センター＞  音楽を使った幼児教育イベントを取りまとめた鈴木詩織さん

【静岡新聞 令和元年 10 月 25 日（金）】

聖隷クリストファー大学「認知症予防“海馬を鍛えよう！！”」（10/23）
＜水窪文化会館＞ 認知症の予防 大学生が講義 水窪で講座



【資料１－３】

【中日新聞 令和元年 10 月 26 日（土）】

常葉大学「健康長寿のための賢い食生活」（10/25）
＜西部協働センター＞

「健康長寿のための食生活」常葉大生、お年寄りに伝授



【資料１－３】

【中日新聞 令和元年 10 月 31 日（木）】

聖隷クリストファー大学

「脳トレや体操に取り組んで心も身体も元気に！～健康寿命を延ばすには～」（10/30）
＜積志協働センター＞

脳トレ、体操 健康長寿に 学生が講座 高齢者後押し



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 11 月 6 日（水）】

常葉大学「健康長寿のための栄養と料理」（11/1）
＜舞阪協働センター＞ 常葉大生講師に 健康長寿食講座

【静岡新聞 令和元年 11 月 22 日（金）】

浜松学院大学「子育てママ・パパに贈る 乳幼児とのふれあい講座」（11/18）
＜東部協働センター＞ 乳幼児と触れ合い 学生が指導



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 11 月 23（土）】

聖隷クリストファー大学

「脳トレや体操に取り組んで心も身体も元気に！～健康寿命を延ばすには～」（11/22）
＜浦川ふれあいセンター＞

認知症や転倒予防説明

佐久間 学生講師に高齢者講座



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 11 月 24（日）】

浜松学院大学「ウキウキおんがく楽校」（11/23）
＜水窪文化会館＞

ピアノ分解 仕組み確認

水窪 大学生が小中生に講座



【資料１－３】

【静岡新聞 令和元年 11 月 24（日）】

常葉大学「幼児とパパ、ママのための心を育てるリトミック」（11/23）
＜みをつくし文化センター＞ リトミック、親子で楽しむ

【静岡新聞 令和元年 12 月 15（日）】

常葉大学「自分でできるセルフケア」（12/14）
＜北浜東部中学校＞（北浜南部協働センター）

トレーニング法 常葉大生が伝授  浜北区 2 中学で講座



【資料１－３】

【中日新聞 令和２年 1月 18（土）】

静岡文化芸術大学「お芝居プロジェクト！」（1/17）
＜金指小学校＞（引佐協働センター）

「自分の役を意識」大学生が演技指導

【中日新聞 令和２年２月２７（木）】

聖隷クリストファー大学「Care for Mommy!～家族の幸せは私の健康から～」（2/25）
＜二俣協働センター＞ 幼児育てる母親へ講座

天竜で聖隷大生 骨盤ケアや乳がん



【資料１－３】

【中日新聞 令和２年２月２８日（金）】

成果報告会（2/27）
＜地域情報センター＞

大学生、講師成果を報告 準備や反省、工夫も



【資料１－３】

【中日新聞 令和２年２月２９日（土）】

成果報告会（2/27）
大学生が講師経験 成果報告「子どもへの問い掛け学んだ」



【資料２】

「令和元年度 はままつ地域づくり講座」 実施・実績報告

１ 目的 

・地域づくり活動や生涯学習活動への興味・関心を引き出し、市民の地域参画

を促す。 

・協働センター等生涯学習施設と連携し、生涯学習による地域づくり活動を進

めることのできる力（生涯学習による地域づくり活動に必要なスキル、ノウ

ハウ）を育て、地域リーダーの候補となる人材を育成する。 

２ 内容 

○開催期間：令和元年 10 月 5 日（土）～令和 2年 2月 8日(土)【全 9回】 

○会  場：可美公園総合センター（中級編第 3回は蒲協働センター） 

○運営主体：静岡県生涯学習インストラクターの会西部地区会

（１）初級編（全 3回）

（２）中級編（全 6 回） 

回 月 日 内 容 

１ 
10 月 5日 

（土） 

○オリエンテーション「地域デビューをして人生を豊かにしよう！」 
・ 講師：藤沼 在久 氏 
（静岡県生涯学習インストラクターの会西部地区会地区長） 

２ 
10月19日 

（土） 

○講話「今、自分にできること」 
・ 講師：原田 和正 氏（NPO 法人静岡団塊創生塾 理事長） 

○実技体験「自分にできることを考えてみよう」 

３ 
11月16日 

（土） 

○講話「生き生き地域活動～地域課題の解決に向かって～」 
・ 講師：袴田 さとる 氏（静岡県人づくり推進員）  

○実践発表「ようこそ先輩！～初めての講座開設への挑戦～」 
・ 発表：過年度はままつ地域づくり講座 修了者 

回 月 日 内 容 

１ 
12 月 1日 

（土） 

○オリエンテーション「講座の企画ってどうやるの？」 

・ インストラクターの会会員、創造都市・文化振興課職員 

・ 平成 30 年度はままつ地域づくり講座 修了者 
○グループワーク「講座名を考えよう」 

２ 
12月 15日 

（土） 

○講義「楽しい講座を企画するポイント」 
・ 青葉 陽亮 氏（浜松市曳馬協働センター所長） 

○グループワーク「講座の計画を立てよう ①」 

３ 
12月 22日 

（土） 
蒲協働センター

○講座参観「季節のお花を楽しむアレンジメント」「子どもクリスマス会」 
・ 季節のお花の会（平成29年度はままつ地域づくり講座 修了者） 

   ・ マナビット蒲（蒲協働センター地域活動団体）

４ 
1 月 12 日 

（土） 

○講義「人が集まる！チラシ作りと広報の裏ワザ」 
・ 岡本 眞理 氏（静岡県人づくり推進員） 

○グループワーク「講座の計画を立てよう ②」 

５ 
2 月 2 日 
（土） 

○講義「参加者を笑顔にする講座運営のコツ」 
・ 瀧 尚也 氏（浜松市南部協働センター所長） 

○グループワーク「講座の計画を立てよう ③」 

６ 
2 月 8 日 
（土） 

○グループ演習「講座を開いてみよう～模擬講座にチャレンジ！～」 

○講座のまとめ 

講座修了後 
☆企画した講座の実践 

（始めよう！市民力～学習成果活用事業への応募） 



３ 実績 

☆ 修了率：95％（修了者/中級編の受講者） 
※修了条件 

  ・初級編・中級編両方の出席者…全９回中５回以上出席した者（中級編は３回以上出席） 

  ・中級編のみの出席者…全６回中３回以上出席した者 

４ 受講者アンケートによる満足度

５ 成果と課題 

＜成果＞ 

○各回の講師の実体験に基づく話は、受講者にとって地域課題やその解決策、

講座開講のためのポイント等をつかむヒントになった。 

○講座開設という具体的な目標を設定したため、グループワークや講話後の感

想交流などでの活発な意見交換がなされた。 

○過年度修了者や協働センター職員による講義や実践発表、現場における講座

の参観等を取り入れた多様なプログラムにより、講座を企画・運営する際の

ポイントや留意点等についてより具体的に学んでいただくことができた。 

○過年度修了者による１０講座が市内各地の協働センターで開催された。さら

に、来年度も引き続き講座開催を計画する方もいるなど、継続的な活動へと

つながっている。 

＜課題＞ 

○既に講座運営やボランティア等の地域活動を実践されている方へのスキル 

アップやフォローアップの充実（地域のリーダーやコーディネーターの育成） 

〇各種生涯学習事業（学習成果事業、生涯学習講師登録制度、地域学校協働活

動等）と有機的に連動させた地域人材の育成プログラムの開発 

回 
初級編 中級編 集計 

① ② ③ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ Ｒ１ Ｈ30 Ｈ29 

大変参考になった 48％ 76％ 50％ 53％ 56％ 100％ 62％ 60％ 56％ 62％ 56％ 50％ 

参考になった 48％ 24％ 45％ 47％ 44％ 0％ 38％ 40％ 38％ 36％ 43％ 45％ 

難しかった 4％ 0％ 5％ 0％ 0％ 0％ 0％ 0％ 6％ 2％ 6％ 6％ 

Ｒ1 Ｈ30 Ｈ29 Ｒ1 Ｈ30 Ｈ29

初級編 30 30 29 35

中級編 15 19 20 25

49 49 60 18 18 25

修了者

計

内容 定員
受講者



（参考）令和元年度修了者が計画している講座（令和２年度実施予定） 

テーマ 
予定

回数 
講座概要（講座タイトルは仮称） 

健康 ５ 

「10 才若がえってみませんか」 

体幹機能を向上させる「気功ヨガ」と楽しく仲間づくりをする

「音楽手話」を通して、地域住民の健康の保持増進を目指す。 

健康 ６ 

「浜松いきいき体操と嚥下体操教室」 

 座位や嚥下における体操を通して、筋力の低下を防ぐ。地域住

民の健康保持に対する意識を高め、健康寿命の延伸を目指す。 

コミュニケーション ３ 

「『ぐりとぐら』のカステラを作ろう！」 

 親子を対象に、絵本の中に出てくる料理を作る等の体験活動を

通して、親子のコミュニケーションや地域の親同士の交流を促進

する。 

工作 ２ 

「夏休みの楽しい工作体験」

地域の子供たちに、工作の作品作りを通して、発想力や企画力

を育てる。時期を７～８月とし、夏休みの自由工作や自由研究の

参考になるようにする。 

工芸 ２ 

「キャンドルを手作りしてみよう」 

 地域に住む成人を対象に、科学的にも証明されているリラック

スと癒しの効果のあるキャンドルを手作りする。 

手芸 ２ 

「卓上手織り体験講座」

地域に住む成人を対象に、古い糸や布を使って手織りによるコ

ースターやタペストリー、クッションなどを製作する。

生き方 ２ 

「世界における“幸福感”とは ―南太平洋バヌアツ、南欧スペインを通して―」

海外生活経験者が、現地での体験を通して感じた、日本人と異

なる「幸福の感じ方」＝「人生の楽しみ方」を紹介し、「本当の幸

福とは何なのか」を共に考える契機とする。

健康 ４ 

「生き生き笑顔に！簡単運動 健康になってリフレッシュ」

ボールエクササイズやアロマテラピーを中心に、健康な生活の

過ごし方を提案する。ハーブティーやお菓子を用意してのお話し

会等も取り入れ、参加者の交流も図る。



【資料３】

地域学校協働活動について 

学校（コミュニティ・スクール等）と地域（地域団体・人材）との「連携・協働」に

よる地域学校協働活動については、協働センターを核とした地域体制と学校との連携・

協働により、実施していくものとする。 

１ 地域学校協働活動の目的 

  学校と地域がパートナーとして、「連携・協働」することで、学校と地域が共に子

供を育て、地域の将来ビジョンを共有し、子供たちの望ましい成長を支える。 

 (1) 学校のメリット 

     活動における「地域の窓口」として協働センターが機能することで、学校と地

域の連携・協働が円滑に行われる。 

 (2) 地域のメリット 

    子育て世代を中心として協働活動に参画する機会が創出され、学校がより身近

なものとなり、世代間の関わりの促進、地域の活性化及び地域愛の醸成に繋がる。 

２ 地域学校協働活動の実施体制 

学 校 地 域 

・協働センター職員  ・学校支援 CD  

・地域住民 

・保護者 

・校長が認める者 

協働センター学校運営協議会 

補完 

はままつ人づくりネットワークセンター 

情報提供 

マッチング

・自治会 ・学校支援ボランティア ・NPO 

・PTA ・青少年健全育成会 ・関係行政機関 

・民生委員、児童委員 ・同窓会（OB会） 

・大学、高校 ・企業 ・子供会 ・スポーツ団

体 ・おやじの会 等

コミュニティ・スクール

協働活動の相談 →

← 活動可能な団体等の情報提供 

↑活動実施に向けての調整 →

地域学校協働活動 

の実施 

学校支援コーディネーター（学校 CD）及び協働センター職員が、地域学校協働活動推進

員（※）の役割を分担  ※地域学校協働活動に関し地域住民と学校との情報共有や助言等を行う者 

コミュニティ・スクールを実施していない学校でも、教員からの協働活動の相談について、

協働センター職員が窓口として対応 

協働センターにおいて、学校からの相談に対応し、情報提供できる地域団体・人材のリス

ト化を図る 



【資料４】

■青少年団体等活動助成事業（次世代育成課） （円）

内容 R02 H31 増減

地域で青少年健全育成活動を実施している団
体に活動補助金を交付して、その事業を支援
する。

5,000,000 5,000,000 0

【内訳】
自然体験活動等により青少年健全育成事業を行う団体 5,000,000 5,000,000 0

令和2年度社会教育関係団体交付補助金予算額一覧

社会教育法第１３条
（審議会等への諮問）
第十三条　国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合には、
あらかじめ、国にあつては文部科学大臣が審議会等（国家行政組織法（昭和二十三年法律第百二
十号）第八条に規定する機関をいう。第五十一条第三項において同じ。）で政令で定めるものの、地
方公共団体にあつては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置かれていない場合
には、条例で定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関する事項を調査審議する審議会
その他の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければならない。


